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麿八蜂蕗雰∵晋珊被害ど航麗防麗

高橋博(国立防災科学技術センタｰ元所員)･越井一郎(静岡県技監)･夫村正好(静岡県地震対策室主査)

はじめに

唐山地震はその人的被害において史上2位という甚

大な損失を出したということよりも那台地震(1966年M

7.2)以後に打ちたてられ海城地震(1975年;M7.3)など

で輝やかしい成果をあげていた中国の地震予知事業に根

本的に再検討を必要とすると思われる程の深刻校影響を

与えさらに地震予知で地震被害をさけるという従来

の戦略に対し地震被害を軽減するには耐震設計を技術的

基礎とした耐震対策を普編的に実施し泣ければだめであ

るという認識を骨の髄まで知らされたという点でこの

地震は中国吏上極めて重要な意義をもつ地震となった.

事実この地震についての地震学的および地震工学的な

詳しい研究が現在中国でしつようになされておりこの

地震の研究の必要性が時とともに大きく指摘されるよう

になった.

先刻萩原尊礼地震予知連絡会名誉会長を団長とする

坤農学会の訪中代表団に筆者ら(越井大村)は同行し

唐山地震について視察調査することカミできた.日本人

とレて坤.じめ･て震災後の唐山を訪れ2一目聞にわたって

視察したのでことに見聞したこ､とを報告し現代の大工

率郡卸くおける地震災害の実態を紹介する.なお筆

者(高橋)は資料により加筆を行った.

筆者らの調査の主要目的は唐山地震発生後行政の対

辱を中心とし下斧種の対応カミどう実施されたかをできる

だけ具体的に知｡るご･とであづた1そのため筆者らは地

儒学会訪中団の唐山視察に山目先行し'地震発生後の各

種の対応の調査を先方に要請したところ国家地震局の

特別なはからいで実現し行政の対応を中心とした当時

の生々しい模様を担当者から直接聞くことカミできた.

さらに大災害の痛手から立ち上り力強く復興カミ進められ

ている様相を見ることができしかも市内にある鳳鳳山

(比高70～80m)の公園山頂で市街地を一望し撮影もす

ることカミできた(写真1,2,3)

この調査か目的とする成果を十分あげえたのは国家

地震局局長安啓元先生の御配慮によるところが多い､

ここに安先生に厚い感謝の意を表するとともに今回の

視察旅行を支援していただいた国家地震局等の中国側

関係諸氏ならびに地震時の実態を詳しく教えていただい

た唐山市担当者諸氏に心からの謝意を表します.

1.調査団の構成と日程

調査団の構成や日程などは次の通りである.

イ.

日本地震代表団

団長萩原尊礼地震予知連絡会名誉会長

地震予知総合研究振興会会長

副団長高木章雄東北大学理学部教授

団員貝塚爽平東京都立大学理学部教授

宇津徳治東京大学地震研究所教授

三雲健京都大学防災研究所教授

佐藤良輔東京大学理学部教授

団秘書萩原幸男東京大学地震研究所敦授

同行員越井一郎

大村正好

井辺洋一

永見真

第1表調査目程表

静岡県知事公室技監

静岡県地震対策課主査

目本放送協会杜会部記者

目本放送協会取材部カメラマン

月日�曜日�午前�午後

5月27日�水��21時15分北熊■1着

5月28日�木�日程打合国家地震局長代理�荻原団長講演･二里河地震観測所

��と会談�訪問

5月29日�金�地球物理研究所訪問,�白家嘩蝉観測所訪間

5月30日�土�地球物理研究所で講演'�碩和園見学

��静岡県:第10研究室訪問�

5月31日�日�故呂見学�天壇公園見学

6月1日�月�方毅副総理と懇談�犬灰蔽地殼変動観測所訪闇

6月2日�火�地質研究所訪問�同所で識寅

���静岡県:北京市内建築現場見学

6月3日�水�八達嶺･十二陵見学�静岡県･地震視察団に先行して

��静岡県:唐山市出発準傭�唐山市へ出発

6月4日�木､�静岡点､釦市内魂場視察�･(地震代奉団唐山へ出秀)

���行政対応等η説明を聞ぐ

ρ月5日�金�唐山市内現場視察�秦皇島へ

���復興現場視察後北京へ

6月6日�土�静岡県:帰国��
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写真2唐山市の近況.街の状況

写真3唐山市の近況.赤魚仮設住宅(2例)

口､唐山市中国側説明者

唐山市秘書長

外事弁公室主任

〃科長

地震局副局長

助理工程師

功理工程師

〃

穆

趨

李

徐

馬

顔

超

順昌

鳳明

室明

自然

忠勤

忠伸

偉光

ハ.調査日程

筆者らは1981年5月27目(水)に出発し6月6目(土)に帰国

した.なお他の代表団員は6月15目(目)迄西安･杭州を

視察の上帰国した(第1表j.

2.唐山市の概況

唐山市は河北省の東部にある重要な鉱工業都市で北

京市の東方約150km天津市の北東方約100km渤海湾

回数

��

�

�潯漱�

oθ
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から約50kmの位置にあり交通の便利校ところである.

唐山地震発生前面積は630km2人口は106万人であっ

たが発災後には行政区画の拡大によりその面積は1,034

km2に復興建設のための人員の流入によって現在の人

口は126万人になった.人口は大別すると都市部がそ

の2/3農村部がその1/3となっている.

唐山市には現在5つの行政区がありその他2つの農

場がある.今日の唐山市は100年前は百数十の村から

なる農村地帯であったカミ1920年代になり有名な開深炭

田の開発が始まり1928年には本格的な都市に成長した.

1948年12月12目に解放され以来社会主義を経て新しい

都市に生れ変り工業は急速な発展をとげた.今日の

主な産業は石炭製鉄発電窯業でありこの外機械

紡績なども発達しておりその生産額は解放前の2C倍に

達している(穆秘書長談).
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第1図

華北地区地震活動の推移状況図

(高橋.!980)�



唐山市の行政組織

鳥草長

秘書長一副秘書長

篇公室(妄簑竃葉書)

地震局部電馬

糧食局化工局

商業局建工局

工業局鉄道局

農業局建材局

環保局林業局

物資局工商管理局

労働局税務局

財政局その他

市の職員数は鉱山工場を含めると41万人との事である

が行政担当者は1500人である.

3.唐山地震前の地震活動

唐山地震(注1)の地学的理解のために華北大平原を

中心とする華北ブロック(北緯32.5｡以北東経110以東)

の地震活動の特徴を先ず述べておく.

イ華北ブロックの地震活動の特徴

(1)華北ブロックにおいてはM6以上の地震が百年

余りにわたって起こらない地震活動の低潮期と地震の

多発する高潮期が三百年間隔で繰返されている(図1).

(2)その高潮期はM71/｡程度の地震を伴って開始さ

れそれからやや低潮になった後地震活動は急速に活

発化しM8級の地震を発生させて終息する.この経

過は余震の少ない一個の前震主震型地震に似ている.

一活動期の地震の総放出エネルギｰはおおよそ一定して

おり1023-24ergでM8級の地震のエネルギｰに相当す

る.狂お1600年代の高潮期はM8級の地震が4個も

発生する最大級のものであった.

(3)地震の活動域は高潮期毎に変り同一活動帯

であっても震央分布は微妙にずれている.1000年代の

高潮期の活動は山西省北部が中心であり1300年代高潮

期でも山西省粉河流域でM8級の地震が発生した(1303年)

カミ地震の活動域はその近辺から北京付近遼寧省南西

部にまで及んだ.1600年の高潮期では地震活動は華

北ブロック周辺が活発であった.今高潮期の場合は北

西一南東方向と北東一南西方向の活動線に沿って地震が発

生した.たお北酉一南東方向の活動線は1600年代に

も活動したが今高潮期の地震は前期の活動域を避けて

発生している(図2)･

(4)地震活動はその期の活動域(線)上を順次転移し

最後の大地震の発生に至る(図2).

(5)地震の活動線は地殻の断裂系とよい一致を示す

(図3)･これは海洋性プレｰト港り込み面で起こる

台湾や東北北部の地震を除く中国の通常の地震の震源

の深さが一般に数乃至十数kmと浅いためと考えられる.

このことは地震前に地下水や動物行動に異常が多発し

それらの分布が未来地震の発震機構とも合うようなこ

と(海城地震)の起る原因と考えられまた地震予知事

業に中国の地質学者が大きく貢献できている主原因のひ

とつと思われる.

口唐山地震までの地震活動の推移

1900年代の高潮期は4つの高揚期に分かれその活動

域は北酉一南東方向と北東一南西方向の主活動線(以下

それぞれを北酉活動線北東活動線と呼ぶ)と北東活動線

に平行な2本の副活動線(以下それぞれを副西活動線副

東活動線と呼ぶ)から成り(図2)一部を除いて地殻の断

裂系とよい一致を示す(図3).

今高潮期を切り開いた地震活動は1820～30年代に北東

活動線の南部で散発的に始まり本高揚期最大の地震カミ

北東活動線の南端(山東省磁県1830年M71/｡)で発生して

終息した.次の高揚期(1860～80年代)では活動域が北に

移り北西活動線と副西活動線の交点の地震(M7'/｡渤

海1888年)で終息した.第3高揚期(1930～40年)では

その活動域が更に北上し副東活動線はその北端で本活

動線上最大と思われる地震(鴨緑江河口付近1944年M=6割/｡)

の発生をみて活動を終息している.また北西活動線'

ではその西端両活動線交点付近東端に地震が順次発

生した.第4高揚期は1966年北東活動線の南部で那

台地震(M7.2)の発生によりその激烈な地震活動期の火

ぶたを切った･翌年には唐山との丁度中間の河閻で地

震(M6.7)が発生した･1969年には北酉活動線と副酉活

動線の交点の渤海でM7.4の地震が発生しこの両活動

線の北及び西の両端で地震が発生し(海城地震:1975年M

7.3和林格凧:1976年4月M6.3)副西活動線の活動も

終息期に達した.そして1976年7月28目未明両活動

線の交点の唐山でM7.8の大地震が発生し1820年から

始まった今高潮期もようやく終息期を迎えたと思われる･

このように地震活動が活動線上を順次転移し局所

的応力を解放しつつ華北一帯の応力場(後述)から推定

される北東一南西北酉一南東方向の主たる活動線の交点

で今高潮期の主震ともいうべき最大地震が発生し華

北ブロックに蓄積された応力が解放されたのである.

唐山地震までに放出された地震の総エネルギｰは6･3

×1023ergでM8.Oの地震のエネルギｰに相当し1300

年代の高潮期のそれに等しい.唐山地震及び激海のM�
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第2図

華北地区における地震活動の推移

地震活動の高潮期ごとに地震発生場所が移り各高潮

期内でも震央が地震の活動線上を順次転移する｡

ζθ1815

θ1820

0500k･θ1831

7級の2地震のエネノレギｰを交叉する活動線にそれぞれ

2分すると北東及び北酉活動線の放出エネルギｰはそ

れぞれ3.5及び2.9×1023erg西と東の副活動線のそれ

はそれぞれO.8及び0.11×1023ergとなる.

狂お本地域周辺では山東半島南方から上海北東方

に至る近海で第2第3高揚期にM6級の地震活動が

あった.その総放出エネルギｰはO.37×1023ergでそ

の過半が第2高揚期に放出された･また1815年西安

東方(図2の左下)に第3高揚期に副東活動線の南方で

2個いずれもM6級の地震か散発した.

注1唐山地震については次のような文献を参照されたい

(参考文献の項参照)

地震学会(1978)静岡県(1978)尾池和夫(1978)国立防

1三1苔三等㍗■ニシ

凡例

○地震震中震級

日1Eヨ5

E三12Eヨ6

国3国ヨ7

Eコ4[コ8

第3図

華北地区地質構造と地震の分布図(戸ほか･1978)

1.主幹断裂2｡大断裂

3.新生代以来活動的断裂4･潜伏断裂

5.破砕帯或抑圧縮帯6.複榴曲

7.中新生代構造盆地8､山峰�
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災科学技術センタｰ(1978)同(1981)蔦橋博(1980)

4.唐山地震の予知･予報

1974年6月国家地震局の招集した華北･渤海地域状

況討論会で渤海湾北部地区を重点地域とするとともに

r京津渤(北京天津渤海の路)地区一帯で数年以内にM5～

6級の地震の発生する可能性カミある｣との結論を得た.

なお強震活動その他の分析からM7以上の地震の発生

の可能性を指摘した専門家もいた.海城地震後北京

天津地域の異常カミ回復しないばかりか逆に発展する傾

向がみられ1668年山東省郷城･菖県地震(M8i/､)の11

年後に北京東方で三河･平谷地震(M18)の起きたこと

から海城地震を発生させた都城一店江断層の西側の寧

河･唐山断層を含む地域に大地震の発生する可能性が生

じた.

北京市郊外の大灰廠地殻変動観測所ほか各地の断層変

動やラドン･地磁気の観測などに異常カミみられ1975年

末国家地震局はr京津唐(唐:唐山の略)地区に2年以内

に大地震の発生する可能性がある･大工場讐で抗震の

補強工事建物と設備の補強を実施せよ｣との指示が出

された(中期予報注2)｡1976年4月頃から多数の異常

カミ広域に発生し異常現象を示した多くの観測点でデｰ

タに急激な変化が現われ始めた.6月に国家地震局の

招集した全国地震状況検討会議でr海城地震後大地

震は酉へ移動し華北地域では近いうちにM7級の地震

カミ3箇所M6級地震が7箇所で発生する可能性がある｣

との意見があった･しかし歴史資料から予想される

唐山地区の地震はせいぜいM6であった.河北省地』

震局はr京津唐渤張(張:張家口の賂)地区でM6以上の大

地震の発生する可能性があり唐山一朝陽間北京一天津

間の2箇所で特別に仕事を強化する｣との意見と方針を

述べた(短期予報注2).6月22目唐山地区に地震地

質調査隊が派遣され大規模な野外調査が地震発生2目

前の7月26目に完了したカミ地震により隊員全員が圧死

してしまったためどのような報告書(判定)が作られて

い牟かは永久の謎とたってしまった(注3)､

一方大衆観測点からもr7～8月頃M4～4.5級の地

震の発生の可静性がある｣(唐山第2中学校!976年5月

写真4)などの意見が市の地震非公室に提出されていた.

特に地震の直前には大衆から宏観現象(注4)の異常につ

いての報告が2,003件にも及んだカミ現象の出た箇所か

広い範囲にわたっていること地下水位1の上昇などもあ.

ったカミ連日の降雨で7月24～25目には目雨量が100mm

位にも達し気温の上昇もあり当時の担当者達はそれ

らを地震発生直前の現象とは思わなかった.

写真4唐山第2中学校における地震予知観測

何れにしても今回の唐山市地震担当者の説明では

当時は海城地震と同様な前兆現象か出るものと考えてい

た上に経験も観測デｰタの分析能力も不足していたし

地震規模を過小評価し地震発生地域の限定にも困難カミ

あり加えて油断があり臨震予報(注2)を出せるよう

放状況ではなかったと反省している(注4)･

唐山地震の前兆と予報の時系列変化を図4(尾池によ

る)に示す.

注2中国の地震予知は次の4期に分けられる･下記

の値は目安で実際に相当な幅で変動している.

長期:数年以上中期:1～2年前短期:数ヶ月前臨

震:数目前(詳しいことは地質ニュｰスNo.315参照)

注3調査隊員の野帳等の遺品カミ地震博物館(唐山市)に

陳列されている(大竹政知談).

注4動物の異常行動地下水や気象等の異常現象等

精密機欝観測によらずに観測される現象･

5.唐山地..震

イ概要

唐山地震は1976年7月28目未明唐山市の直下15Km

の所で発生し唐山市に壊滅的校損害を与えた.その

震度分布を図5に示す･なお震度は中国震度階であ

る(以下回注5).唐山市の市街区は震度Xの最も激

しい地動を予け.開平盆宇内耳坪度平以十の撃雫に見苧

われた｡

口強季震

本震の発生した目にM=6･5と7･1の強余震(表2)が発

生した.余震の発生経過(図6)に対し文丁鏡(1978)

'が次のような岩石力学的な説明を試みてい声.主震に一

よって唐山断層に大きな破断面が生じ余震が震央区で�
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その他�����
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���

段階���1I��

10�年十�;�1II��

時間'�｢=1年�1月�111��

100月ユO月100q日�100日､■｡…↓巾��工O日一.一.､1円��

1㏄O時間100時間

○変化②急変を示すト異常の継続

1日

10時間

(尾池和夫)

�

噴出

発光

第4図唐山地震(76年7月28目)の前兆

と予報の経過(尾池による)

集中的に発生してその付近の非力が著しく下がり岩

体の鋼性も低く狂る･その結果,破断面の両端部に応

力が加わり勇断滑動が起こり易くなり一方の端で強

余震が起こりその近辺の赤カが急激に下がり強余震

活動が停止し他端に強余震カミ跳躍的に転移する.こ

のような過程の反復進行により断裂系両端の応力が十

分低下し余震も発生し難くだる.なお図中37番の

強震は繭遼河断裂の応力低下が少なく予測されていた中

で本震3ケ月後に起こった地震である.

ハ先行現象

唐山地震は三河･平谷の地震とともに地震活動の室白

��

��

117③

118③

119③
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'竃.繊

隻取口帝

,下花害鰍

1駐
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⑧＼

概
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＼
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1峰8
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1げ0
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第5図唐山地震震度

分布�
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表2唐山地震の発震機構(叶ら.1980)と地震断層(松田.1979)

発震時���震央位置�規模�深度��節面A���節面B���P軸��丁軸�N軸��断���地震断層(地表)�

������������������層����

(1976年)�北緯�東経�地名�M�km�走行�頃向�頃角�走行�頃向�頃角�方位�頃負�方位�頃負�方位�頃負�型�長さ���

�������������������km�走･向�横ずれ�上下変位

7月28日������������������横���有すれ�西側隆起

�39.6�I8.3�唐山�7.8�12�37｡�SE�80｡�30げ�NE�86｡�82｡�1r�173｡�ぺ�286｡�11｡�ず�8�NNE��

03時42分53.8秒������������������れ���1.5m�1.Om

7月28日���唐山南東�������������������

�39.2�1附��6.5�15�58.5�NW�80｡�326｡�SW�75｡�283｡�1附�191｡�ぺ�91｡�72｡�〃����

07時17分28.9秒���寧河�������������������

7月28日���唐山東方�����������������NNW�左ずれ�

�39.7�11&4��7.1�16�29｡�SE�67｡�292�NE�74｡�69｡�28｡�161｡�ポ�260�67｡�〃�6�および�数10cm�

18時45分31.0秒���湊県������������������および�

��������������������NNE�右ずれ�

����{ホ������������������

11月15日�39.4�11τ8�寧河�7.2��59｡�SE�85｡�325�NE�65｡�106�1r�1O｡�14｡�252�65｡�〃��ナ�シ�

*叶洪･張文郁(1980)初論華北板内地震断層特性及其与地殻,上地慢(マントル)動力学過程的関係.

38より**従来M6.9とされてきた.

域の現われなかった地震である(魏ら1978)･このこ

とは他の地震のように前兆現象が明確な形で現われな

かったこととも対応しているように思われる.

地震前のb値(地震活動期間中に大きな地震の占める程度の

示標)の変化の研究は盛んである.範囲のとり方によ

るが地震の5～1年前からb値が高くなり1年半乃

至3ケ月前に平常値カミそれ以下に下がったという(馬

地震地質V0112.pp27～

1978季ら1978)季ら(1978)はまた京津唐張地

区22万km2の地域内では1970年頃から北京付近にb値の

低異常域があらわれそれか東に移動し1974年11月頃

には唐山東方に移るとともに唐山付近にその高異常域

カミｰ跨期出現し1975年頃には低異常域が唐山を含むそ

の南東地域に移り唐山のb値が最低となり唐山のb

値カミ回復するとともに低異常域が狭まり唐山地震が超

�

�

＼ダ＼

■

勲⑭〆笠｡ニニつ

ぴ㍗d鴉･刎

35.7･36

㈵

､浴･､､3･2｢26･･醐1･

主圧応力'･一里励

1･･㌣"･1蹴､○肘･級

･3概1･○舳級

フ＼○帆

第6図

唐山地震の断裂系と余震分布(下文鎮.

ユ978)�
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ぎたとb値の時空変化を明らかにした.

･唐山地震では7月26目1C時22分にM0.10.70.8

の極微小地震が発生しただけで前震活動が認められな

かった.しかし河北･山西省内に1956～76年の間に

34の地震群カミ集中的に発生し(図7)それらの中の8群

カミ那台地震(1966年)前に発生しているのに対し唐山地

震までの10年間には24個もみられ朱ら(1978)はこれ

らを前兆地震群と呼びこのような現象は地殻中の応カ

ガミ加速度的に累積していく過程の反映とみ過去の地震

の場合とも比較している.

軸N65-75.E

(朱ら1978).

第7図

唐山地震前20年間(1956-

76年)の華北地区の地震群

唐山地震には前震がなかっ

たが広域的にみるとその前

に地震活動が活発化し.異

常な地震群の活動がみられ

た.

最小主応力軸N15-25.W(図9)という

なお唐山地震の発震機構(図!0郵1976)

一

吟･牛

へ淳寄

北京

天津◎

＼今･ヰ

､

†

'和･4'

菅口.合

渤海

○五家庄

二応力場と応力変化

華北地区の応力場は新生代では北東一南西方向の圧縮

と北北酉一南南東方向の伸張であったが地殻非力測定

による主圧縮応力方向はほぼ東西方向(李方全図8)で

発震機構から求めた総体的応力場の方向は最大主応力

一

･鈴勾←

O･邪台

�

�に�

第8図華北地区主圧縮応力方向(地殻応力測定による.季万全)

凡③順平均潔

例㊧単介搬解

第9図

華北地区の総体的応力場の方向と唐山地震前の発

震機構

⑧内多�
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第10図唐山地震のP波初動分布.黒丸は押し.白丸は引き.

下半球投影(張之立ら.1980)

はN30.Eの走向をもつ右横ずれ型である.

唐山地震前後の唐山周辺地域の応力変化の研究(朱ら

1977陣ら1978鄭ら1978)は何れも地震前は応力が

高く地震後味カの下がったこと(図11)を示している.

応力値のなお高かった寧河付近は1976年11月15目のM;

6.9の地震で応力が下カミった(陳ら1978).

地震活動以外の先行現象については国立防災科学技術

センタｰ(ユ979)を参照されたい.

ホ地震断層

唐山地震とともに市内を地震断層が貫いた(図12).

地震断層は第四系の軟弱層中に発生し杉型に配列しえ

ほぼN40.E方向の地割小群からなり全長約8k甲走向

ほぼN30uEで唐山一古治断裂の南西部とほぼ一1致する.

右ずれで水平変位量は2～3m～数10cm垂直成分は

西側隆起で0.7～1mであった(雛宇1977).地震の発震

機構と地震断層との関係をみると(表2)ともに最大

圧縮応力軸が東西乃至ややその北東一南西側であり華

北地区の現在の総体的応力場とよい一致を示す.

注5中国震度階は改正メノレカリ震度階とほぼ同じで

地震動の強さを体感中国の一般的家屋の損壊程度や地変現

象等から認定できるように定められている.地震の経験等

により時女修正されている.その最新と思われる〔中国地

震烈皮表(!980):中国科学院工程力学研究所の説明書より〕

をもとにその概要を別表に示す･気象庁震度階は加速産範

囲を示しておらず中国震度階との対比は由難そあるが中

国震度階を2で割って1を足すと気象庁震度階にほぼ相当す

る.

前塵

○
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O◎O
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○天津

余震

◎

宝抵

◎O

東堤頭
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○迂安
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/･亀

◎玉臼ヨ/織◎

◎キミ閏!177.1.22

/鑑

℀

!!/o古冶｡1L26

/凍具

■づ菩山ゆ77.1.280

4帯｡漆南

1q唱.1｡

荷庄O.､､管庄楽亭

1o･汲沽

�

鑑Aσ≧15巴､

d.塘沽O△σ<15巴

･第11図唐山地震前後の震央分布と応力降下､破線の右側の

地域の非力が唐山地震前高かったことがわかる.

以上につき気象庁気象研究所石川有三氏に種々御教示いた

だいた.

6･唐山市の事前の地震防災対策と防災体制

1974年中期予報カ油されたので海城地震発生後

海城地震(1975年2月4目M1:7.3深さ12km)の経験を生

かして唐山市では抗震指簿部を作り交通通信保安

の専門人員を指定するとともに建築の専門家を動員し

小学校工場住宅などの耐震診断も実施し補強も二

部実施した.

しかし海城地震後時間が経過するにともなって切迫

感がなくなり抗震指簿部も設立当時は当直を実施し

ていたがこれも中止するなど特別の防災体制はしい

て衣かった｡

それでも地震局には4人の当直員が宿直していたカミ

その役目を果たすことなく圧死してしまった.その

理由としては中期予報は指定地域が広範囲であったこ

とや地震の規模も大きくないだろうと考えられていた

ことから中国震度M程度では防震対策を特別に実施し�
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唐山第10中学校内

断裂実測図
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第12図唐山地震断層(･):唐山市内にあらわれた地震断層の分布図

(b):唐山市内断層性地割れの実測図

なくても良いという指示もあったので担当者らは深刻

には考えていなかったようである.

7.唐山地震の被害

唐山市人口106万人(地震当時)戸数16万戸面積

630km2に対し,

イ被害総額30億元(4000億円)

口死傷者

死者14.8万人(内滞在者1.2万人)�
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重傷者8万人(肉身体障害者となった者1,700人)

軽傷者36万人当時軽傷と考えていたが現在

考えれば軽傷とはいい難い

家族全員死亡戸数7,210死亡者の男女比率6:7

注6唐山地震による死者24.2万人重傷者16.5万人と

公表されているのは天津など他地区を含めたものである.

八家屋の被害

倒壊住宅16万戸の90%全壊

工場公共建築物その他90%全壊

地震前各種の家屋あわせて1,300万m2余あったが

地震によって崩れ重大な被害をうけた面積は1,145万

m2にも達した.

二発電施設･通信施設

電力供給システム･通信システムはほとんど全滅した･

発電所は全部機能を停止し変電所送電線は使用不能

とたった.市内相互,および市外との通信は全部とだ

完た.

ホ鉄道･道路の被害

京山線路(北京一山海関を結ぶ鉄道)の橋脚部には地割れ

ができ鉄橋の桁がはずれたりある部分は盛り土が泣

別表中国震度階の概要

震度�人体感覚�一般家屋��その他の現象�参考物現指標�

��大多数の家屋の被害程度�平均震害指数��水平加速度｡｡/｡｡♂�水平速度㎝/･?･

I�無感�なし��地震計に記録されるのみ｡�〔〈O.25〕�

II�至内で静止しているわずか�����

�の人のみ感じる｡�なし���〔O.2ト0.5〕�

m�至内で静止している人の中�門､窓が軽くかすかに音を��締った物などかすかに動く｡��

�の少数が感じる｡�たてる｡���〔O.5～1.0〕�

�至内の多数の人が感じる｡�門､窓が音をたてる｡��吊った物などゆれ動くことがはっ��

lV�室外の少数の人が感じる｡���きりわかり､食器､皿などが音を��

�ねむっている人も少数がお���たてる｡��

�どろいて目をさます｡����一〔1･ト2.5〕�

�至内の人みな感じる｡�門､窓､屋根が音をたてて��不安定な器物が転倒する｡�31�3

Y�室外の人も多数感じる｡�振動し､ぼこりが落ちてき､����

�ねむっている人の多数がお�石灰をぬった所に微細なひ���(3ト44)�(2～4)

�どろいて目をさます｡�びわれがあらわれる｡���〔2.5～5〕�

�人は驚きあわて､措置を誤�損壊一わずかながらレンガ�O～O.1�河岸と軟弱な土の上に割れ目があ�63�6

w�まリ､あわてて逃げ出す｡�や瓦が落下し､壁体に微細��らわれる｡飽和砂層に噴砂噴水が��

��なひびわれが発生する｡��発生､レンガ煙突に軽度の亀裂が�(45～89)�(5-9)

����生じたり頭部がおちる｡�〔5～10〕�

�大多数の人､あわてて逃げ�軽度破壊一局部破壊ひらい�O.11�河岸では土が崩れ､飽和砂層では.�125�13

w�出す｡�た割れ目ができる｡ただし､�～O.30�噴砂･噴水が常に発生し､軟弱土上��

��使用可能｡��の亀裂はかなり多く､大多数のレン�(90～177)�(10～18)

����ガ煙突は中程度の破壊をうける�〔1O～25〕�

�身体が大きくゆれ､倒れそ�中程度破壊一骨組みに損傷､�O,31�かわいた硬い地面にも亀裂が生じ､�250�25

㎜�うになる｡歩くこと困難｡�修理必要｡�～O.50�大多数のレンガ煙突は重大な破壊�(178-353)�(1ト35)

����をこうむる｡�〔25～50〕�

�じっとエっていたり､腰か�重大破壊一壁体に亀裂が入�O.51�乾いた硬い地面に多くの所で亀裂�500�50

]X�けてもいられない｡行動中�り､局部的に傾き倒れる｡�～O.70�発生､基盤上にも亀裂があらわれる｡��

�の人は転倒する｡�修復困難｡��滑落や路肩のくずれが普通起る｡�(354～707)�(36～7i)

����レンガ煙突は傾き倒れる｡�〔50～100〕�

�自転車の人は転倒｡�傾き倒れる一犬部分傾き倒�0.71�山崩れ､地震断層あらわれる｡基�1000�100

X�不安定な状態の人はたたき�れる｡修復に耐えず｡�～O.90�岩上のアｰチ橋も破壊､大多数の��

�つけられるように倒される｡���レンガ煙突根部より破壊され､或�(70ト1414)�(72～141)

�ほう1〕あげられるような感じあリ｡���は倒壊する｡�〔1Oト250〕�

x��壊滅�O.91�地震断層の延長すこぶる長く､山崩れは��

���～1.OO�随所にみられ基岩上のアｰチ橋は崩壊｡�〔250～500〕�

孤����地面は劇列な変化をし､山河の様��

����相改たまる｡��

注1.

注2.

注3.

注4.

注5.

I～V度は主として地面上ρ人体感覚により､珊～X度は主として家屋被害により､人体感覚を参考にし､XI､弧度は地表変動=を主にそれぞ

れ判定さ'れる｡x､皿の判定は専門的判定を必要とす'る｡

一般家屋:旧式の木骨組に土･石･レンガなど用いた旧式家屋(平屋及至低層)､耐震設計前の新式レンガ家屋｡

震害指数:家屋完全を0､壊滅を1とし､中間被害を按分｡平均震害指数は家屋震害指数の総平均値｡

量的表現:･｢まれに｣<10%､｢少数｣10～50%､多数50～70%､大多数70～90%､みな〉90%

加速度欄内の〔〕の値は地震学教程(大学用教科書､1980年版)の値である｡�
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第13図現在･唐山市街図がないため.地震学会報告

(!978)のものを拡大し唐山市の職員に当

該個所を記入していただくと共に若干補正し

たもの

①利民橋②製鉄所倶楽部

③唐山賓館④鳳馴｣｣公園

⑤唐山坑観測点⑥達識荘小学校

⑦汽車修理製造工場⑧第10中学

⑨吉祥路⑩第2中学観測点

⑪河北強冶学院⑫建設路紅星楼住宅

⑧唐山一古治断層

⑮唐山一鐘山一長山南壊断層

◎睦河断層

､､､地震断層

震度虹の範囲

下し線路は曲った.唐山地区の被害線路延長は200

.～300kmに及んだ.

唐山地区の主要道路の被害は主要道路の橋梁230余

個所で合計9,700mに及びこれはこの地区の道路橋

一総延長の62%に及ぶものである.中でも重大なものは

大中規模橋の20個所計2,020mの破壊崩落部分である.

ことに深河と葡運河大橋の破壊によって唐山と落陽天津

1の間を結ぶ二大幹線国道の交通が遮断され救援活動に

重大な支障をもたらした.

ヘダム･農地等の被害

農業水利施設に対する破壊もかなり重大なものであっ

'た.唐山地区内の睦河邸庄洋河の三つの大型ダム

ではことごとく大堰堤の崩落亀裂止水壁の倒壊が発

生した･とくに陸河ダムの主要堰には大きな亀裂がで

き縦方向の亀裂の最大巾は1.6mにも達した.ダム

本体も局部滑動を起こし最大沈下量は1.4mに及んだ.

広範囲の噴砂と噴水のために被害をうけた田畑は

93,200ha(140万ムｰ)に達し,こわれたポンプ井戸は数千

箇所に及んだ.

ト液状化現象による被害

唐山地震に伴って大規模な砂層流動化現象が見られた.

流動化現象が見られた地域は概略24,000km2に及んだ

と考完られている･唐山市は燕山山系に連なる山カミ近

いが南には平地が開け渤海湾に達している.この

平地は河成及び海成堆積物から出来ており地盤構成は

複雑であるカミ細い砂の層が厚く地下水の水位は極め

て高い.

水･砂の噴出は,地震発生数分後に始まりその後

数時間続けて噴出しており水だけの噴出は十数目後迄

続いた｡噴出された泥山には直経が30数mに及ぶもの

さえあった.

チ火災による被害

河北砿治学院(大学)では実験室より発火し,蔵書50

万冊のうち30万冊を焼失するなど火災は9件あった.

地震の発生季節時間(真夏のしかも午前4時)建築構造

を考えると発生件数は必ずしも過小とはいい難い.

(つづく)�


